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SEWB3の開発環境イメージ SEWB3(SoftwareEngmeeringWorkbench3)はクライアントサーバ方式を採用しているため,ユーザーの開発

形態に合わせて開発環境を柔軟に構築できる｡

SEWB3(Software Engineering W()rkbench3)

は,ワークステーション上で分析からテストまでの

⊥程を一貫して支援するソフトウェア開発支援ツー

ルである｡

SEWB3は,クライアントサーバ禿せの開発環境を

提供しており,開発の過程で作成される仕様書,ソ

ースプログラムなどのさまざまな成果物は,サーバ

ワークステーション上のリボジトリに蓄積され集■ll

管理される｡開発作業を支援するツールは,タライ

アント上で新作する｡

SEWB3は,COBOL,C,C十十,PL/Ⅰ,第41世代

言語EAGLE/4GL(EffectiveApproachtoAchiev-

ingHighLevelSoftwareProductivity/4thGener-

atiollLanguage)を用いた,ホストコンピュータ上

のシステム,ワークステーションとパーソナルコン

ピュータのCSS(ClientServerSystem)までの広範

幽の開発を支援する｡

*Lは製作所ソフトウェア開発本部 **口‾､エ製作所情報システム事業部 ***臼二十エソフトウェアエンジニアリング株式会社
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□ はじめに

R_屯製作所は,ソフトウェア/一三産技術,およびそれを

支援する開発‾支援ツールについて-リーくからその重要件を

認識し,社内での追捕はもちろんのこと,製品としてホ

ストコンピュータ上で動作するEAGLE(Effective

ApproachtoAchievingHighLevelSof紬rarePr()duc-

tivity)(1983年),EAGLE2(1985年)1),ワークステーショ

ンで如作するSEWB(Software Engineering Worlく-

bellCh)(1987年)2),SEWIう2(1990年),SEWB3(1992年)

を提供し,ユーザーのソフトウェア開発の牛産性If■1_卜,

開発されたシステムの信頼件向上に寄与してきた｡この

論文で紹介するSEWfミ3は,EAGLE,SEWBシリーズを

ベースに社内向けに開発したCSS(Client Server Sys-

tenT)統合開発環境3)を社内での通鞘結果をフィードバッ

クして製.一別ヒしたものである｡

EAGLE,SEWBシリーズは,EDP(Electronic Data
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Ⅰ)rocessing)部門を対象としたいわば専門家向けの開発

支援であるが,エンドユーザーコンピューティングへの

対応を目指した開発支援システムとして第4仲代言語

EAGLE/4GL(EAGLE/4thGenerationLangtlage)を,

中･小型システムVOS K(Virtual-StOrage Operating

System Killdness)+∴で1988年に提供した4)｡その後

SEWB2およびSEWB3の上流･巾流1程ツールと連軌

する岳′1i産言語としてワークステーション上の

EAGLE/4GLをサポートしている5),6)｡

ここでは,SEWI弓3およびSEWI〕3がサポートする開発

言語の一つとしてEAGLE/4GLの特長について述べる｡

田 SEWB3の構成

SElVB3の製品構成を図1にホす｡SEWB3は,開発の

流れにi結って各工程の作業を支援するシステム分析者

閉,システム設計者札プログラマー用のツール群と,シ

ステム設計者付いソールと連携してCOBOLなどの第3壮
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ソス丁ム朝析者用
SEWB3

システム分析支援

データ項目設計支援,標準データ項目辞書

業務設計支援

シス丁ム言又計者用
SEWB3

オンラインプロトタイピング

システム設計支援

ユーザーインタ7工【ス構築支援

プログラマー用

SEWB3

PADエディタ,フルスクリーンエディタ

COBOL7Cログラム開発支援,CO日OL標準パターン･部品

PL/Ⅰ--PAD自動生成

Cプログラム設計支軌C/C＋＋プログラミング解析支援

Cプログラミング支嵐C＋＋プログラミング支援

CORALワード7つロセッサインタフエース

管理者用SEWB3 プロジ工クト管理支援,ソフトウェア品質管理支援

第4世代言語 EAGJE/4G+

関連プログラム COE‡OL85,lSAM,SORT,×MAP2/W,×P/W,最適化Cなど

リボジトリ管理

注二略語説明

EAGJE/4GL(EffectiveApproachtoAchievingHighJevelSoftwareProduct舶y/4thGe=eratio=+a=g=age),lSAM(l=dexedSeque=tiaりkcessMethod)

XMAP2/W(ExtendedMappingAids2/Workstation),×P/W(HitachiExte=dedPrese=tatio=ServiceSystem/Workstatio=)

CORA+(CustomerOrientedApplicationProgramDevelopme=tSystem),PAD(ProbbmA=alysisDiagram)

図I SEWB3の製品構成 SEWB3は,システム分析者用,システム設計者用,プログラマー用,管理者用,第4世代言語のツール

群およぴブラットフォーム,リボジトリ管理のフレームワークから成る｡
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リボジトリ統合サービス
(SEWB3リボジトリ管‡割

ユーザーインタフェース
サービス

(日立Motif*など)

コミュニケーション

サービス

(SEWB3プラソトフォーム)

ツール差し込みスロット
(SEWB3各支援ツール)

プロセス管理サービス
(SEWB3プラットフォーム)

代言語に比べ高生産性を達成する第4世代言語

EAGLE/4GL,ソフトウェア開発での管理の効率化を図

る管理者用のツール群に分類される豊富なツール群と,

これらのツール群の動作基盤となるプラットフォームお

よびリボジトリ管理のフレームワークから成る｡同図中

の関連プログラムは,SEWB3ファミリーではないが,

SEWB3で開発したソフトウェアを分散環境で実行する

ために必要なプログラムである｡関連プログラムはプロ

グラマー用SEWB3に含まれるテスト支援機能と連動し

て,分散環境での.テスト作業を支援する｡また,SEWB3

ホスト機能は,ワークステーション上の情報をホスト_L

で管理するための機能である｡

SEWI∋3の製品構成は,図2に示すようなECMA(Eur-

opeanComputerManufacturersAssociation)とNIST

(NationalInstitute()f Standards and Technology)の

CASE(ComputerAidedSoftwareEngineering)フレー

ムワーク参照モデル7)に対応した製品構成となってい

る｡SEWB3では,プラットフォームとリボジトリ管理が

リボジトリ統合サービス,プロセス管理サービス,コミ

ュニケーションサービスに対応する｡

ユーザーインタフェース部分には,業界標準に対応し

たⅩWindowSystem削),日立Motif那)を採用している｡

SEWB3のツール群は,図2に示すツール差し込みスロ

注:* Motifは,Ope〔Software

Foundation,】nc.の商標

である｡

図2 SEWB3の概念モデルイ

メージ SEWB3は,ECMA(Eur-

OPean Compute｢Manufactu｢ers

Assocねtion)とNIST(Nationallnstト

tuteofStandardsand Technology)

のCASEフレームワーク参照モデ

ルに従った環境を提供する｡

ットに差し込まれるツールに相当する｡ECMA-NISTフ

レームワーク参照モデルは,ツール差し込みスロットに

さまざまなべンダから提供されるツールを自由に差し込

んで使用できるようなフレームワークを輔意することを

目的としている｡現在は,具体的なインタフェース標準

が決まっておらず,概念モデルのレベルにとどまってい

るために自由にツールを差し込むことはできないが,近

年,標準化の活動が活発に行われており,そのような状

況が実現する目もそう遠くないと予想される｡概念レベ

ルの標準に従っているので,SEWB3も標準化の動きに

容易に対応することが可能である｡

B SEWB3が提供する開発環境

グループによる大規模なソフトウェア開発を支援する

ことが開発支援環境の重要な課題の一つである｡グルー

プによる作業を支援するためには,次のような共有情報

の管理がポイントとなる｡

(1)共有情報の同時'更新の抑止

(2)‾更新･参照などのアクセス権限の設定

(3)変更･修正の変更影響範囲の調査

(4)バックアップなどの運用支援

上記(1)の共有情報の同時更新の抑止とは,

二人以上の開発者が同時に‾更新してしまい,

ある情報を

最後に更新

※1)ⅩWindowSystemは,米国MIT(マサチューセッツ工 ※2)Motifは,OpenSoftwareFoundation,Inc.の歯槽で

科大学)のシステム名称である｡ ある｡
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画面･帳票定義
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リ ボ ジトリ

関 連

参照

実 体

データ項目

データ項目名

部署コード

氏 名

社員番号

図3 リボジトリの概要 リボジトリはトR(Entity-Re】ation-

ship)モデルに従い,設計情報間の関連情報を管理し,整合性,一貫
性保持を支援する｡

を行った開発者の更新以外が となるのを防ぐことで

ある｡SEWB3では,排他制御機能によって一人の開発者

が更新目的で使用中の情事削ま,他の開発者は参照目的で

だけ使用できるように制御を行うことによってこの間題

を解決している｡

同じく(2)のアクセス権限の設定は,情報を更新あるい

は参照できる開発者を限定し,情報の破壊などを防止す

るための機能である｡SEWB3では,UNIX奴3)と同様に

開発者を情報の所有者,所有者のグループに属する開発

者,およびその他の三つに分類し,それぞれに対して更

新可能,参月帥†舌鼓 参照不可という権限を与えることが

できる｡

同じく(3)に関してSEWB3では,共有情報に変更･修

止を行う際に,その変更･修正の影響範囲をあらかじめ

調査する機能,および共有情報に変更･修正を行った場

※3)UNIXオペレーティングシステムは,UNIXシステム

ラボラトリーズ社が開発し,ライセンスしている｡

24

合に,その共有情報を参照している仕様書類に対して変

更･修正が行われたことを通知する機能をそれぞれサポ

ートしている｡SEWB3のリボジトリ管理では,図3に示

すようにE-R(Entity-Relationship)モデルに基づき,各

種情報資源の間の参照関係などの関連情報を管理してい

る｡この関連情報を利川して,クロスリファレンス情報,

インパクトレポート情報を出力することができ,変更･

修正作業を行う際にその影響範囲を調査することができ

る｡また,情報資源に変更･修正を行うとメッセージを

関連する情報資源に送信する機能をサポートしている｡

このメッセージ送信機能により,変‾史･修正の連絡漏れ

などを未然に防ぐことができ,グループによるシステム

開発作業を円滑に進めることを支援する｡

同じく(4)は,共有情報を保存のため,あるいは別の環

境で使用するためにバックアップする機能である｡

SEWB3では,サーバ上の共有資源を各種媒体とホスト

リボジトリにバックアップする機能を備えている｡

n システム分析者用SEWB3の機能

本章以降,図4に示すSEWB3の開発の流れに沿って

各支援ツールの機能について述べる｡

SEWB3のシステム分析者用ツールとして,E-R分析

手法に基づくシステム分析ツールを1994年前半から出荷

する予定である｡図4ではシステム分析と示されている

部分に相当する｡E-R分析手法とは,ビジネスで扱う対象

を実体(Entity)としてとらえ,実体と実体との間の関連

(Relationship)を分析し,情報システムの構築,特にデー

タベースの設計を見通しよく行うための手法である｡

SEWB3のリボジトリもE-Rモテリレに基づいて情報を管

理しているが,これはソフトウェアを開発するという業

務(=ビジネス)に対してE-R分析を行った結果に基づい

てデータベースを設計したことになる｡

b システム設計者用SEWB3の機能

SEWB3のシステム設計者用ツールは,(1)データ項目

設計支援ツール,(2)業務設計支援ツール,(3)システム設

計支援ツールから成る｡図4では,それぞれデータ項目

設計,業務設計,システム設計と示されている部分に相

当する｡

データ項目設計支援ツールは,データ中心アプローチ

の中心となるツールである｡データ中心アプローチにつ

いては,この特集号の別論文｢｢ト立製作所のアプリケー

ション開発支援体系"CAPSDF”+を参照されたい｡デー
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タ項目辞書に電録したテー一夕項目を,システム設計支援

ツールの画面･帳票定義,データベース定義,ファイル･

レコード定義などで利用すると,図3に示すような関連

情報がリボジトリ中に登録される｡

業務設計支援は,構造化分析･設計技法に基づくデー

タフロー図の作成などを■支援する｡バッチシステムの場

合には,データフローからシステムフローに展開し,オ

ンラインシステムの場合には,データフローから画面遷

移図に展開する｡画面遷移図を作成し,画面レイアウト

の設計を行うと,遷移条件に従って両面を遷移して実際

のオンラインシステムの動きをシミュレートする機能を

備えている｡この機能により,オンラインシステムのラ

ビッドプロトタイピングを行うことができ,設計の初期

段階で本番に近い操作と画面の動きをホしながら,エン

ドユーザーとシステムの仕様をレビューすることが吋能

となる｡

システム設計支援は,内面･帳票設計,書式設計,デ

ータベース設計,およびファイル･レコードの設計を行

うツール群から成る｡いわゆるコピー アンド ペースト

と呼ばれる簡単なマウス操作でシステム設計支援ツール

から利用することができる｡

8 プログラマー用SEWB3(COBO+用)の機能

COBOLに対するプログラマー刑SEWB3は,プログラ

ム合成,コンパイル支援,テスト支援,PAD(Problem

データ項目設計

●データ項目設計

システム分析

●E-R分析

業 務 設 計

●業務設計

●システムフロー

設計

●オンラインプロト

タイピング

AnalysisDiagram)エディタなどで構成してし､る｡図4で

はプログラム作成,単体テストの部分に相当する｡プログ

ラム合成は,ビジネスアプリケーションでよく現れるプロ

グラムの基本制御構造を抽出したパターンと,複数のプ

ログラムで共通的に使用されるデータベースアクセスな

どの処理を再利用可能となるよう整理した部品,それと

データ項目辞書に登録されているデータ項目に結び付い

た処理を組み合わせてプログラムを合成するツールであ

る(図5参照)｡パターン,部品,辞書の整備状況による

が,バッチ系プログラムで完成プログラムの約80%から

90%の部分がパターン,部品,辞書の情報から生成でき,

オンライン系では,60%から70%の部分が生成できる｡

追加コーディングは,ソースエディタあるいはPADエデ

ィタを使用する｡PADとCOBOLソースは,相互に変換可

能である｡完成したプログラムは,関連プログラムであ

るCOBOL85を使用してコンパイルすることができる｡

また,関連プログラムであるⅩMAP2/W(Extended

MappingAids2/Workstation),SORT,ISAM(Index-

edSequentialAccessMethod)などを使用して,ワーク

ステーション上で実行できる｡PADテスタあるいは

COBOL85のソースアニメータ機能を利fHして,PADあ

るいはソース上で中断点の設定,変数の値表示,変数へ

の値の設定,テスト十分性の指標であるテストカバレー

ジ情報の採取が行える｡

システム設計

●画面帳票設計

●書式設計

●RDB設計

●ファイル設計

プログラム作成

●プログラム合成

●EAGLE/4GL
●PADエディタ

●ソースく→PAD

変換

●ソースエディタ

●プログラム解析
支援

単体テ スト

●PADテスタ

●ソーステスタ

●テストカバレージ

メジャ取得

フロロジェクト管王里

●プロジェクトの

計画

●作成

●進捗(ちょく)管王望
●実績の自動収集

●品質管理

●問題点の分析

リボジトリ

リエンジニアリング

注:略語説明 RDB(RelatjonalDatabase)

図4 SEWB3による開発の流れ

をサポートしている｡

●データ項目辞書

●仕様書

●ソースプログラム

●設計メモ トの他

既存資産

SEWB3は,システム分析からテスト工程まで,およびプロジ工クト管王里とソフトウエア開発の幅広い範囲
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COBO+ソースプログラム

lDENTIFICAT10N DlVIS10N,

DATA DlVIS10N,

ファイルやレコードの展開

WORKING-STORAGE SECT10N.

データベース定義

画面･帳票定義などの展開

PROCEDURE DlVIS10N.

データ項目辞書に

記述された処理の展開

業務固有処‡里

(例)レコード抽出条件

レコード分配条件

プログラム仕様書

COBOL

標準パターン･

部品

各種定義仕様書

ファイル定義

レコード定義

画面･帳票定義

データベース定義

プログラム遷移条件

データ項目辞書

入力項目チェック処理

項目編集処理

入力編集処理

出力編集処理

図5 COBOLプログラム合成方式 プログラム合成では,パターン,仕様書,辞書中の情執部品を組

み合わせてCOBOLプログラムを生成する｡

8 プログラマー用SEWB3(EAGJE/4G+用)の機能

EAGLE/4GLは,図4ではプログラム作成の一機能と

して位置付けられる｡

EAGLE/4GLの目的は,コンピュータの知識があまり

なくても,業務の知識さえあれば必要なアプリケーショ

ンを作成することを可能にすることである｡そのため,

システム設計者用SEWB3の部分は,COBOLと共通であ

るが,次のような特長を備えている｡

(1)業務処三哩のパターンを精選し,ユーザー追加コーディ

ング部分をなくし,COBOLソースを100%自動生成する｡

(2)図6に示すように,処理の日本語記述を可能とし,

EAGLE/4GLのプログラムを処理仕様書として保守可

能である｡

(3)稼動環境(OS/DB/DCなど)に依存する部分を隠す｡

(4)単純な帳票出力業務については,帳票に出力する項

目を選択するだけで,帳票のレイアウトを含めてプログ

ラムを自動作成する自助作表機能を持つ｡

26

EAGLE/4GLの機能の詳細は,日立評論第75巻第9号

｢エンドユーザーコンピューティング環境を支えるクラ

イアントサーバシステム+特集の中にも報告がある6)の

で参照されたい｡

EAGLE/4GLは,エンドユーザーコンピューティング

のためのツールとして有効であるが,EDP部門でも

EAGLE/4GLでカバーできる業務についてはEAGLE/4

GLをi古用することによって,システム開発･保守の効率

化が図れる｡

8 プログラマー用SEWB3(C,C＋＋用)の機能

C,C＋＋用のプログラマー用SEWB3は,Cプログラム

設計支援,C/C＋十プログラミング解析支援,Cプログラ

ミング支援,C＋＋プログラミング支援で構成する｡

図4では,プログラム作成単体テストの部分に相当

する｡

Cプログラム設計支援は,プログラム構成図,プログラ

ム仕様書,関数仕様書,データ型仕様書などドキュメン
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ト作成を支援する｡仕様書レベルでの相克チェック機能,

仕様書からのプログラムの生成機能,プログラムからの

仕様書作成機能などを備えている｡

C/C＋十プログラミング解析支援は,クラス階層,関数

の呼出し関係,変数の定義･参照関係などをビジュアル

に表示･編集することによってプログラムの解析を支援

する｡

Cプログラミング支援,C十＋プログラミング支援は,

CソースとPADの相方変挨機能,デバッガとの連携によ

るC,C＋＋ソースあるいはPAD上でのテスト機能を備

えている｡

SEWB3でのC,C十十に対する支援は,プログラマー

川の部分がr卜L､である｡これは,SEWB3が主にビジネス

アプリケーションの開ヲ芭を支援することを主な目的とし

ていることと,C,C＋＋言語によるビジネスアフロリケー

ションの開発がCOBOLによる開発と比較して事例がま

だ少ないため,システム設計者用SEWB3グ)レベルでの

●

●

●

パターン ファイル作成･更新

* 接頭語:入力ファイルシート名

Il: 入庫ファイル

* 入庫ファイル

キー:Il.商品コード

* 接頭語:更新ファイルシート名

開発方法論がまだ確立されていないことが理由である｡

しかし,ダウンサイジングが進むにつれ,C,C十十言語

によるクライアントサーバ型のアプリケーション間発の

事例も増えつつあり,開発方法論の整備と合わせてツー

ルを整備していく予定である｡

8 プログラマー用SEWB3(PL/Ⅰ用)の機能

プログラマー用SEWB3(PL/Ⅰ用)として,PL/Ⅰソー

スとPADの相互変換機能をサポートしている｡

図4では,プログラム作成の部分に相当する｡

ホストコンピュータ_Lで稼動するEAGLE2のPL/Ⅰ

サポート機能と組み合わせてPL/Ⅰ言語による開ヲさに利

用できる｡

四 おわりに

SEWB3とEAGLE/4GLの機能の概要について述べ

た｡R屯製作所の開発支援に対するこれまでの取組みの

パターンに基本制御構造は組

み込まれているので,種々の

条件を宣言的に記述するだけ

でよい｡

検索キーが一致したときに更

新することを指定する｡

使用方法

ul= 在庫マスタファイル 匝】
在庫マスタファイル

キー:Ul.商品コード〈一一Il.商品コード

接頭語:バッチ帳票シート名

Ll: エラーリスト

* エラーリスト

手続き

匝
計算 Ul.現在庫量

使用方法 内容 接頭語

モニタ キー不一致出力 Ul

入庫ファイルの商品コードを

キーとして在庫マスタを読む

ことを指定する｡

在庫マスタファイルと入庫フ

ァイルのキーが一致するもの

がなかったとき処理すること

を指定する｡

〈-- Ul.現在庫量＋Il.入庫数量

項目カロ工処‡里Bヰー不一致加工

転記 Ll.商品コード

転記 Ll.入庫数量

転記 Ll.発注番号

転記 +1.入庫年月日

図6 EAGLE/4GL処理仕様書の例

つている｡

Il.商品コード

Il.入庫数量

Il.発注番号

Il.入庫年月日 i

在庫マスタのキーが一致Lた

ときの加工処理を指定する｡

入庫ファイルと在庫マスタの

キーが一致Lなかったときの

エラーリストの明細行の加エ

を指定する｡

入力側仕様書と,出力側仕様

書で,同一のデータ項目があ

れば転記文が自動生成される｡

EAGLE/4GL処理仕様書は,日本語記述によって保守効率向上を図
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成果を,SEWI∃3によって製品として提供することがで

きたと考える｡

さらに,快適な開発環境を提供するため,開発環境の

フレームワーク部分について,国際標準への対応を計画

中である｡

フレームワーク_Lで稼動する支援ツール群も,要求定

義などさらに上流の_‾1二程の支援,オブジェクト指向分

析･設計方法論など新しい動きへの対応,,90年代後半に

凶際規格の制定が一子志されているオフ1ジュクト指ドり

COBOL対応,クライアントサーバ型のアプリケーショ

ンの開発の支援などの充実を図っていく考えである｡

SEWB3を広くシステム開発に利用していただき,要

望,批さ川を仰ぎながら,生産性向上によりいっそう寄与

できるツールとしていきたいと考えている｡
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